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岐 路 に 立 つ 中 国

注目の中国共産党第19回党大会は10月18日に開幕
し、習近平が恒例の報告を行った。約３万２千字、
時間にして３時間半近く……長い演説だった。

高揚感を以て理念を語る

報告には「新時代の中国の特色ある社会主義思想」
という新しい語彙が登場した。今後これに「習近平」
の名が冠せられる。2020年から建国百周年を迎える今
世紀中葉までの約30年の道のりを「社会主義現代化の
基本的達成期」と「社会主義現代化強国の実現期」と
15年ずつの２ステップの道のりに分けた点も目新しい。

報告は驚くほど自信に満ちて、理念を語った。
……自らの発展を加速し同時に自身の独立を保つ

ことを願う世界中の国家や民族に全く新しい選択を
提供し、人類の問題を解決する中国の知恵とソ
リューションを提供する……
手放しの自画自賛ぶりに鼻白む人もいただろうが、

この十年余り中国が成し遂げてきたことを振り返って
達成感や誇らしさを共有した中国人も少なくなかった
はずだ。習近平がしたこの演説は後世、現代中国のあ
る種の絶頂点を体現した演説として記憶されるかもし
れない。

実務的には新味なし

一方で、これまでの党大会報告は向こう５年間の具
体的な施政方針を打ち出して、実務的に注目すべき点
が多々あったのに、今回の習近平報告は表明済みの政
策の繰り返しが多く、「初出」の新政策があまり見当た
らなかった（後掲表参照）。

空前の権力を手にした習近平の二期目就任演説が
「理念の語り」以外に見るべき中身があまりないのは意
外だ。習近平の権力集中が強まっただけに、来年2018
年にあらためて各分野で新機軸を打ち出さないと、政
策の停滞感が強まってしまうだろう。

ピークを迎える中国の舞台裏

いま中国経済は元から好調なニューエコノミーに加
えて、オールドエコノミーも好調だ。IMFは以前から

「世界経済成長の３分の１は中国がけん引している」
と評してきたが、この貢献率は今の瞬間風速では半
分に近いのではないか。誰も言わないが、いま世界
経済が好調なのは、大いに「中国機関車」のおかげ
だと思う。

しかし、本欄でも繰り返し述べてきたとおり、投資
頼み・借金頼みの成長パターンは持続可能ではない。
収益や経済効果を生まない投資を続ければ、古い借金
の消込が進まずに、新しい借金が積み上がる一方だ。

１期目の習近平政権も、これは持続不可能と考えて
2014年以降借金と投資にブレーキをかけて、成長のエ
ンジンをニューエコノミーの成長や供給サイド改革に
求める軌道修正をもくろんできた（「新常態」路線）。
このせいで、バブル需要に依存してきた重厚長大の
オールドエコノミーは著しい不況に陥ったが、習近平
が陣頭指揮したので、この路線は2015年まで続いた。

しかし、不景気の我慢もそこまで。2016年が始まる
と全く逆のことが起きた。「もうやらない」はずの投資
アクセルが踏み込まれ、不振の一途だったオールドエ

 図　ひっくり返された「新常態」路線

出所：統計局、人民銀行、鉄道総公司、電力企業連合会
注：間接税収は「営改増」税制の影響を補正済み
各経済統計の対前年同月比の数字を３区間移動平均線で表示

経済から見た
中国共産党大会報告
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コノミーが一気に息を吹き返したのだ。
「新常態」路線が2016年にひっくり返されてしまっ

たのは、習近平政権がとろうとした路線が地方政府、
重厚長大業種、建設業、などなど経済運営に関する共
産党体制のコンセンサス（重心）から離れ過ぎていた
からにほかならない。

たとえ短期的に成長が低下しようと、持続的成長を
目指して不良債権の処理や供給サイドの改革などを進
めるべきだとする「新常態」派の代表格は、習近平の
経済参謀といわれる劉鶴だ。彼に対する習近平の信任
が厚いことは、今回の人事で政治局員に昇格させたこ
とでもわかる。しかし、新常態派と投資推進・成長維
持派との人的勢力比は恐らく10：90くらいだろう。「権
力集中」がいわれる習近平とて、こんなに多勢に無勢
では我を通せないのだ。

投資推進・成長維持派は、楽観的な成長見通しが
優勢だった2013年に習近平がした公約をよりどころに
している。「2020年のGDPと国民一人当たりの平均収
入を2010年の２倍にする」ことを「全面小康社会の
達成＝共産党創立百周年に達成すべき『中国夢』」と

位置づけた公約だ。その後、構造改革派はこの数値目
標見直しを試みたが、撤廃までは果たせなかった。

今回の党大会報告では「全面小康社会の達成」に
は触れたが、「GDP２倍」には明示的に触れなかった。
このことをもって「成長率へのコミットが弱まった」
と評するメディアもあったが、今世紀中葉までの約30
年を２ステップの道のりに分けたこと（前述）につい
て記者会見を行った中央財経領導小組弁公室副主任
は、「2020年以降の『２ステップ』においては『GDP
２倍』式の目標を掲げずに、質・効率・動力を重視し
た成長を目指す」と表明した。グッドニュースは「2020
年以降の成長数値目標が消えることだが、バッド
ニュースは2020年までは、なおもGDP２倍目標を追
求することが裏側から確認されたことだ。

2009年に始まった「４兆元投資政策」以来、行わ
れた「固定資産投資」の合計額は、今年上半期で347
兆元（≒5900兆円）に達した。来年上半期には400兆
元（≒6800兆円）を突破するだろう。2020年の「GDP
２倍」目標達成まで、中国はあとどれくらいの「投資」
と負債を積み重ねるのだろうか。�


